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「 シ ー ム レ ス ・ ア ジ ア 実 現 研 究 会 」 及 び 

「日韓往来交通機関データ整備プロジェクト」の紹介 

財団法人 国土計画協会 

１．シームレス・アジア実現研究会 

 シームレス・アジア実現研究会は、財団法人国土計画協会の自主研究を行う研究会として平成

23年度に新設された。 閣議決定されている我が国の「国土形成計画」の大きな施策の一つとして位

置けられている｢シームレス・アジアの実現｣を人・物・情報の体系的データ整備の側面から支援するこ

とを目的に研究を行い提言等につなげていくこととしている。 

 概ね３年間をかけて成果を取りまとめることとし、総合政策局参事官（総合交通体系）室も研究会メ

ンバーとして参加している。 

当面は隣国韓国にかかる人流データ整備の改善方策の提言を目指し、順次アジア諸国を研究対

象にしてゆく。 

２．日韓往来交通機関データ整備プロジェクト 

 このシームレス・アジア実現研究会は分析等を目的として「日本と韓国との往来交通機関データ」

の収集・整理を行っている。このデータは個人旅行者も広く活用できることから、順次その公開を行っ

ている。また、韓国語版も作成して公開し両国の人流のさらなる円滑化も目指している。 

（１）「日本と韓国との往来交通機関データ」とは 

（データ提供の目的） 

①． 日韓の国境の存在が両国の人々の交流を妨げないよう、国境を越える航空路線、船舶路線を

もれなく紹介すると供に、両国の各地のゲートウェイからの円滑な乗り継ぎ情報も紹介して、人々

の往来の円滑化を図ることが目的である。 

②．同一内容のデータ集として日本語版、韓国語版を作り、定期的に更新してゆくことにより、日韓両

国が一つのテーブルについて、交通サービスの改善策を議論できるようにすることも目的である。 

（データの定義） 

①．この案内のデータとは図の太い実線と細い実線の交通機関の情報をさす。発車時刻等、入手で

きる最新の情報を収集する。 

②．まず、太い実線にあたるフライトと船の運航データを一覧表の形で示す。 

③．続いて、細い実線の両国ののり継ぎ情報データを示す。 

 図の矢印の方向へ鉄道とバスにより移動するルートのデータを示すが、出来るだけ複数のルートを

示し、比較して頂けるようにする。 

（注意：研究会の元データの関係から日本国内では国境方面に向かうデータとはなっていない。） 

 データの様式は日韓で共通のものを用いる。 

（データ利用者） 

①．両国の個人旅行者（商用・公用の海外出張者、海外バック・パッカー、帰省者）をターゲットにして

いる。 

②．両国の交通サービスの改善計画策定担当者による活用も想定している。 



（特徴） 

①．財団法人国土計画協会の公益のための事業としてデータを提供する。よって、有料であっても安

価な提供となる。 

②．交通サービスの質的側面（所要時間、頻度、費用、利用可能時間帯、代替ルートの有無、乗り継

ぎ時のバリアフリーへの配慮）を出来るだけ数値化して提供する。 

③．データを提供するにあたって、分かり易さに配慮した簡易な様式を設けて作業を行なう。これによ

り、今後の乗り継ぎ情報データの拡充にも備えている。 

④．データの理解を深めるために、独自に略図・説明図を作り、実際に交通機関を利用する際に活

用がしやすくなっている。 

⑤．日本には韓国の交通機関の日本語時刻表はなく、また韓国にも日本の交通機関の韓国語時刻

表はない。このデータ集はこれらの時刻表機能の一部を提供している。 

⑥．宿泊。飲食店等の情報は扱っていない。また、両国での周遊情報も扱っていない。よって、利用

者が他のガイドブック等と併用することを前提にしている。 

⑦．各空港、港からの主要目的地の設定にあたっては、データ利用者のニーズにこたえるためビジネ

ス集積地、観光拠点を中心に選定している。 

⑧．主要目的地の設定にあたっては、空港、港の位置している都道府県の推薦を受けた目的地、ＪＮ

ＴOがインターネットで紹介している観光地、韓国国内にて販売されている観光ガイドブックにて

紹介されている目的地等から総合的に判断して選定している。 

⑨．言葉の壁を乗り越えるための工夫も行う。 

（２）段階的な整備 

（第1フェイズ） 

研究開始時、3月に発生してた東日本大震災の復興

に当たって、近隣アジア諸国も視野に入れつつ、東

日本に限らず全国的に業務活動、観光にかかる人

の流れを早期に回復し、経済・社会の安定化を図る

ことが重要視されていた。このためデータ公開を6月

に前倒しした。データ数は十分でないながらも日本

語版、韓国語版をそれぞれ無料公開し、一定の復

興への貢献を行った。 

（第２フェイズ） 

その後、取り扱うデータ数を増加させ、また時刻デー

タのアップデート等の質的充実をはかることにより一

定の水準のデータが取りまとめられた。これにともな

い今般、一般向け案内誌として有料化し刊行するこ

ととなった。（別添チラシ参照） 

 引き続き韓国語版の公開を目指し、この普及協力

団体（者）を協会ホームページ上で募集している。 
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